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祝創 立 10周 年 、

さ らな る飛躍 を !

会長 加藤 武

横濱プロバス倶楽部は、本年 1月に

発会して10年 を迎えました。
プロバスクラブは、高齢化社会に対

応するためにロータリークラプの奉

仕活動の一環として1965年 に英

国で誕生し、全世界に広がりまし

た。わが国では 1988年 1月 に兵

ヽ卓県の上部 (清流会)ク ラブが第 1

号で、現在104のクラブが活動をして

お ります。

当倶楽部の 10周 年記念事業として

は、昨年 10月 の親睦旅行、本年 4

月の記念式典 ・コンサー ト・祝賀レ

セプションをはじめ記念誌の刊行、

会報紙 「よこはまプロバス通信」の

定期発行及び会員の倍増運動～会員

1人 が 1人以上の紹介 ・勧誘～の推

進等です。

これ らの記念事業及び 10周 年を契

機に、倶楽部の充実 ・さらなる飛躍

をしたいと存 じます。会員諸兄姉の

前向きな取 り組み、ご協力をお願い

したいと期待しております。
V

第113回 新春例会 (1月14曰 相生本店にて)

県下 プロバス連絡協交流会開催

Π乍年 10月 13日 、 り川崎西プロバ

スの主催で、溝の日のホテルKSP

にて開催 されました。

当倶楽部からは会長以 下10名 が参

加、鎌倉 7名 、神奈川横須賀 2名 、

横浜港南台 3名 、幹事クラブからは

31名 が参加 (総勢 53人 )し 、親

睦交流並びに情報交換を活発に行 う

ことができました。

加藤会長 と荻原幹事から、

2011年 4月 8日 の次期交流会
(中華街で当倶楽部 10周 年祝いを

兼ねる)へ の参加を強く呼び掛けま

した。

川崎西 プロバスクラブの紹介

2005年 4月 、川崎西ロータ

リークラブをスポンサーとして、会

員 46名 にて発足.

高津区溝口を拠点に活動をしている
(例会はホテルKSPに て開催)。

吉口豊現会長は4代 日で、2010

年 6月 伊東前会長時、 5周 年記念式

典を実施 している。

現在会員 42名 で県下―の規模。
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10月 例会開催 (第110回 )

平成 22年 10月 7日 (木)午 後 3'キから

熱海ニューフジヤホテルにて第 110回 移動

例会がF・R催されました (15名 出席).

カロ藤会長挨拶の冒頭 本橋―事会員の急

逝が報告され 会長の音頭で黙祷と献杯が行

われました.次 に 新入会員の松下尚雄さ

ん 平野正弘さんの紹介があり、

引き続き 「よこはまプロバス通信

倉1刊号J発 刊にご筈労された森山

編集員への謝辞がありました.恒

●lの誕生月会員(中村会員)への祝
い品贈阜は 中村会員委員長から

挨拶のみ行われました。
9月 の会務報告 (理事会協議事

項)は  以下の通 りです。
(1)新 入会員Fn・介

11月 の特Bl放談は  囁 開港 151

年の夢―山下居留地遺跡プロムナー ドの提案
―Jと 題 して 横浜山手ロータリークラブの

金子修司会長 (写真)に お願いしました。最

後に 11月 の歌 「里の秋Jを 合唱して閉会し

ました。

12月 特男1例会 年忘れクリスマス会III催
(第112回 )

平成 224i12月 10日 午接 2時 から 進

交会館にて第 112回 例会 年忘れクリスマ

ス会が鶴催されました (24名 出席)

会務報告 (理事会協議事項)は 、 11月 理

事会報告を参照願います。

加藤会長挨拶の後 1月 人会予定の伊藤康

子氏・・紹介があり 会長から会員パッジ 会

員名簿等の進星がありました.

誕生月会員は 荻原幹撃1人 で

中村会員委員F‐からお祝い品贈皇が行わよv
ました.続 いて 12月 で退lrの高橋事務局

長べ 会長から感謝状の盾と金―封の贈星が

ありました.倉1立以来の倶楽証 のヽ貢献に心

より感謝いたします.

今回初めての企画  「年忘れクリスマス

会,は  青木会員経営のキ慶手造 りによる

オー ドブルで盛大に
`〒

われました。

ア トラクションのしゃんけんゲームでは、

会長 (13点 )は じめ 1■ 名の会員等から6

5点 の多くの様々な景品を提供していただ

き 全会員が大|ヽこ盛つLか りました。

最後に 12月 考ヽら開111・ :次 回開催通

" 

出欠返信はがき配布 |を 行い 12月 の

歌  「かあさん′)歌 を合嘔閉会 しました。

1月 新春例会開催 (第113国 )

平成 23■ 1月 1■ 日正,か ら 相生会館

にて第 113回 新春 ・・会が開催されました。
(2月 入会 ■定の降旗 =口 両氏を含め 2 1

(2)倉 1立10周 年記念誌原稿集約状況

また (3)会 報紙 rょこはまプロバス通信」

発行について (4)第 4回 県下プロバスクラ

ブ親Pi・交流会及びソヽ二子プロバスクラ′創立

15周 年記念行事′ヽの参加者 倶業部補助に
ついて

(5)12月 特男1例会 「年忘れクリスマス

ltl会Jの 内容について
(6)9月 12日 (曰) 旭川にて間催の

第 4回 全 日本プロバス協議会総会報告 (加藤

会長 荻原幹事が参加)(7)月 磯ヽ氏からの

会計報告.

午後 6時 からは ホテル内宴会場にて
「倉1立10周 年記念 ・―泊親睦懇規会」を盛

大に開催 し 新入会員の平野さん 松下さん

初め全員が自慢のカラオケを抜露しました。
1次 会終 r後 岩城会員も駆けつけ 会長

中村会員、岡会員等からの日本酒 フイン、

大分焼酎等を味わう2次 _~となり、 10周 年

記念懇親会は技中まで大いに盛 り上がりまし

た。翌日8口 (金)ホ テルで朝食後 自由解

散 皆様お疲れ様でした.

11月 例会開催 (第111回 )

平成 22年 11月 12日 〈金)正 午から

山手ロータリークラプの金子会長をお招きし

て相生本店で第 111回 例会が開催されまし

た (19名 出席).

10月 会務報告 (理事会協議事項)は 10

月理事会報告を参照.そ の他の事項は 以下

の通つてす.

4名 出席)              VI

ます恒例の 「新春の話Jオ  `|_ロアドバイ :

ザーから芦高ら力ヽ こ行われ 加藤ア ドバイ  |
ザーの新年乾杯でFTl会となりました.     |

加藤会長年頭挨拶 (クラブ倉1設10周 年記 |

(1)10月 移動例会 親睦旅行報告
(2)第 4回 神奈川県プロパスクラブ連絡

協議会親睦交流会  10月 13日
(水)力1崎にて開催 (会長以下 10

名出席).東 京′ヽ王子プロバスクラ

ブ創立 15周 年記念式典、 10月 1

7日 (口)人 ■子にて翻催 (講演

会 式典 パーテイに会長以下8名

念として 全会員に図書カー ドのお午賀を贈

呈)に 続いて 新入会員 (岡林明弘氏 松 ド

半氏)の 紹介 誕生月会員へのお祝い贈■

が 中ヽ会員委員長から行われました (14・ロ

氏 84歳  小磯 青木両氏 75歳  岡氏 62

歳 松下尚雄氏欠席).

新春例会で祝い酒も入り 賀詞交歓の会員
スビーチは 予定時FFllを超過 して大いに盛 り

上がりました (力,藤道子例会副委員長、進行

管理お疲れ様で した).

事務局兼務の小議会計理事から 7FI●1例会

出欠返l.はがき配布と23年 上半期会費納入

要請があリ ヴき続き 1月 の歌 冬景色を合

鳴 /・r崎前会長によるプロバス倶楽部への

エール実施 最後に平成 23年 新年記念集合

写真を撮影 して閉会しました.

出席)報 告。
(3)会 計関係報告 以上.
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く理事会等報告 >

原只1として毎月第3金曜日 午後2時 から
進交会館 6階 みなと倶楽部にて 「理事会Jを
F・l催し 倶楽部の運営に当たっております。
10月 定傷理事会 (10月15日、出席者10名)
故本格一喜氏ビ逝去への対応について
11月第:11回何会の内容及び開催通知につい

念行事説明会J及 び

開催通知 (2月 例会

時に通知)に ついて

会報績 「よこはまプロバ

ス通信J第 2号 の発

行 (2月 l●l会時に発

行 配布)に ついて

創立10周年記念誌作成状

況 (4月 8日 に発

行 配布)に ついて

組織拡充 (会員倍増)運

動の推進  (新 入会

員 「4旗公英 岩ロ

慎一 本橋ふみ7さ

んの承認)に ついて

て

12月第112回 「年忘れ ク リスマス●41会Jに つ

いて

会報紙「1こはまプロバス通信J第2号編集方
針及び執筆依頼について

省1立lo,日年記念誌原F.・集約 lt成状況につい
‐

(

1月 からの事務局体制について

組織拡充(会員倍増運動の推進)について

平成21年4月以降の入会者に関する役員選出

方法についてのグループ分けについて
V

11月 定傍理事会 (11月19日 出席者12名)

年会書のla入方法の変更 (1月、 7月 例会時
に納入)に ついて

4月 例会は 「創立 10周 年記念例会J(4月
8日 (金) 15時 から重慶飯店男1館)と
して開催.通 常の例会セレモニー等は省
略することとした.
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12月特別例会 「午忘れクリスマス例会Jの 内

容確認について

1月 「新春例会りの内容及びlll催通知の変更
(12月rFl会

時に通知)に ついて

プロバス通信第 2号 発行及び創立10周年記念

誌原稿集約 作成状況について

組織拡充 (会員倍増)運 動の推進 新入会員

伊藤康子氏の大会承認について

事務局体制 所在地変更の各団体への通如に
ついて

自立 10周 年記念行事拡大実行■員会 (11月

19日 出席者13人)
11月 理事会終了後 現役員等を含めた拡

大実|,委員会を開催。プログラム等の内容及

tヽ百;i馨倉[基」:::iこ::::。;:|を:::iお:昔サi
会にて詳細説明.
4月 ,日 に最終実行委員会を開催。

12月 定傷理事会 (12月17日,出席者12名)
1月第113回 「新春Fl会」の内容確認について

2月第l14回 「例会 (会員llk談)/kび 開催通知
(1月 例会時に通知)に ついて

2月 ●l会後 「サロン」開催について

プロバス通信第 2号 の発行 倉,立10周年記念

誌の作成状況について

組織拡充 (会員倍増)運 動の推進 新入会員

岡林明弘 松下孝氏の承認について

1月 定傷理事会 (1月21曰 出席者13名)
2月 第114回 「例会J内 容の確認について

3月 第l15回 「特男1放談及び台1立10周 年記

東京八王子プロパスクラブ創立15周

年のつとい開催

昨年 10月 17日 、記念講演会 ・

演奏会に引き続き、記念式典 レセ

′ションパーテイーが開催 され、当

倶楽部から加藤会長以下8名 が出席
してお祝いすると共に、 2011年
4月 の当倶楽部 10周 年記念式典ヘ

の参加を要請 してきました。

当日は、市民向けのイベン トの

後、レセプションでも工夫を凝らし

たア トラクション (サウン ド オ

ブ ミュージックょり映像と歌のコ

ラボレーション)が 行われ、主催者
の意気込みが強く感 じられました。

「東京ノヽ王子プロバスクラブ」の

紹介
1995年 10月  33人 で倉1立 (関

東地区で 3番 目 東京地区で 2番 目).
97年 から 「生涯学習サロンJを 開講

以後毎期継続 してい

る.2000年 には、

全日本プロバス協議会

設立に参画 (立川会

員 副会長就任).

2009年  全国プロ
バス協議会理事総会を

人王子で開催。
2010年 9月 現在

会員 69名 で旭月 京

都に次ぐ規模を誇る.

現会長は杉|●友―氏.



港   中村 賓会員

港湾労働者の子女教育を横浜市内

で行 うことを目的とする 「日本水

上学校Jは 昭和 17年 7月 20日

(=当 時は 「海の記念 HJ、 平成

8年 以降は 「海の日J)に 中区山

ドロr76番 地 (イン ド人商館の一

角)で 開校 した。教師は校長兼務の伊藤伝 (つたえ

=明 治 13年 山形県新庄市出身)氏 一人。生徒 3人

(小学6年 、 3年 、 1年 く女児>)は どの小規模校

である。当時横浜にあつてこの開技を新聞記事など

で知った市民はどのくらいいたであろうか。

これより先、大正 2年 、当時陸軍看護官であった

山崎亮太郎氏は東京御茶ノ水川支流の堀割、飯田河

岸の橋畔で、屎尿船 (おわいぶね)の 上に学齢児童

が空しく遊んでいるのを見て大いに嘆き、彼らの救

済に勇躍乗 り出し、ついに水上学校の設置を計画 し

たのであつた。

llHaを望0か つての水路は市民の数いの場になつて 職住接

近とはいえ船の上での家族生活は横浜では最早見られない

そして大正 10年 10月 、芝浦 (現竹芝)月 学ヽ

校に特殊学級 として 「水上学校J力 結ゞ成され当時4

1歳 であつた伊藤伝氏が担任 となつた.llT余曲折を

経た後昭和 5年 に東京水 L学校 と改称 したが 10年

後廃校し各種学校となつた。

一方、東京と同じ港湾都市横浜にも同様の児童が

多くいることを知つた伊藤氏は東京での任務を ―先

ず見送 り、東奔西走して横浜では小学校教育に止ま

らず、船員教育も施さんとして校名を横浜ではなく

「日本J tt L学校 としたのであつた。

労働環境も、港湾荷役も変わつて幸い船上生活者

は激減 しその故に児童は皆無に近く、学校の実態は

ないが横浜に伊藤氏のような救世主がおられたこと

を知って私は幸福である。  く6回連載の予定です>

<座 談 会 ・女性の時代 >

出席者 :岩城孝子 (チャーターメンバー)東 野操 輛|

会長)加 藤道子 (例会扁1委員長)伊 藤康子 (新会員)

1聞き役 加藤武会長
1加藤 今日はお忙しいところお集まりいただきありが
|とうございます。当倶楽部はこの 1月 30Hで 10周

:年を迎えます。そこで、女性会員の皆様にこれまでの

'こ

とと、これからどうこの会を運営していけばいい

,が、忌憚のないご意見を述べていただきたいと思いま

|す。まずはチャーターメンバーでもある岩城さんから

|お願いします。
1岩城 幸いなことにと言いますか私は50代 でこの会

|に入れていただきました。みなさんとても熱心に会の

1運営をやつておられ

|ました。でも気が付

|いてみたら会員名簿
16番 の私が最古参。
1自分でもびつくりし
|ています。この会は

,どこにもない素晴ら

:しい会です。ですか

|らボランティア仲間

|の東野さん、加藤 さ

:んにも大会していた

:だきました。

1東野 岩城さんと司じライオンズの会員で、岩城さん |
|がぃぃょとぃうことならとこの会に入れさせていただ |

|きました。大会間もなく役員をさせていただきました

:が、皆さん紳士というか、過去のステータスにとらわ

|れない本当の意味で平等なんだなと実感しました。  |
|ご高齢の方が多いので、移動l●l会にま本当に神経を使 |
:いました。今は若い方も増えてすんなりできるように |

:なりました。

1加藤 (道) この会は会員の方々が例外なく役員を務 |

|めていただくというルールになつています。 くよ■に |
硫 く>                      ‐V

編集後記

平成 18年 1月 横濱プロバスln楽部が誕生して 10

周年を迎えた今年 ま誠に意義深い年になりました。 4

月に行われる記念式共には大勢のビ参加を頂きたい.

今回の 10周 年に当たり様々な面での意識改革を行い

人勢の方々の人会をしやすくする為 年会費の改正等

も行われました.楽 しい会となる事を願 うばかりで

す。

昨年は 3名 の物故者がありましたが そう云う小生

も=度 の手rlTをしました。で t,いつも前向きに生きよ

うと思つてお り 人と会い 笑いのある人生こそ最高

の良薬と思つています 喜寿を迎え50年 を振 り返る

時 夢追 う日々だつた 20fヽ 。今 日も元気で困つたも

のだの 30ヽ .夢 中で働いた活力あふれる40代 。そ

れから30年

今 日も無事 ガヽ使出た日の うれ しさよ

今回の第 2号 プロバス通信に会員の皆様から7R山の

寄稿を頂き 素晴 らしい紙面を編集する事ができ ま

た編集委員のご尽力に感謝 感謝
(情報委員長 青木 '平 )


